
平
成
25
年
度
卒
業
式
が
３

月
24
日
、
日
吉
記
念
館
で
行

わ
れ
た
。
卒
業
生
や
彼
ら
を

祝
福
す
る
家
族
で
賑
わ
う

中
、
式
典
は
午
前
10
時
定
刻

に
開
始
さ
れ
た
。

開
式
の
辞
よ
り
始
ま
っ
た

式
典
で
は
、
ま
ず
長
谷
山
彰

常
任
理
事
に
よ
る
学
事
報
告

が
な
さ
れ
、
各
学
部
の
卒
業

生
数
お
よ
び
表
彰
者
数
が
読

み
上
げ
ら
れ
た
。
卒
業
生
数

は
全
学
部
で
６
４
２
７
名
、

う
ち
医
学
部
は
１
０
３
名
で

あ
っ
た
。
次
に
各
学
部
の
代

表
者
へ
の
学
位
記
授
与
が
行

わ
れ
、
医
学
部
か
ら
は
高
岡

早
紀
君
が
受
領
代
表
と
な
っ

た
。
続
い
て
の
各
種
表
彰
で

は
、
ま
ず
大
学
表
彰
規
程
に

よ
る
表
彰
、
す
な
わ
ち
医
学

部
首
席
と
し
て
田
中
千
尋
君

が
表
彰
を
受
け
た
。
次
に
小

泉
体
育
努
力
賞
と
し
て
、
医

学
部
か
ら
柔
道
部
１
名
、
弓

道
部
１
名
、
端
艇
部
25
名
、

水
泳
部
１
名
、
競
走
部
５

名
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

17
名
、
空
手
部
１
名
、
ゴ
ル

フ
部
８
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

最
後
に
小
泉
体
育
奨
励
賞
や

塾
長
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。各

種
表
彰
の
終
了
後
、
清

家
篤
塾
長
が
式
辞
を
述
べ

た
。
塾
長
は
、
激
動
の
時
代

を
生
き
た
福
澤
先
生
が
、
異

文
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
義

塾
を
設
立
し
た
こ
と
に
絡

め
、｢

こ
れ
か
ら
は
世
界
の

相
互
依
存
が
深
化
す
る
国
際

化
が
ま
す
ま
す
加
速
す
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
卒
業
生
に

は
、
義
塾
で
学
ん
だ
実
学
の

精
神
を
基
に
自
ら
の
人
生
を

切
り
開
き
、
社
会
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い｣

と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

次
い
で
、
日
本
た
ば
こ
産

業
株
式
会
社
監
査
役
の
今
井

義
典
氏
か
ら
塾
員
代
表
と
し

て
祝
辞
が
あ
っ
た
。
今
井
氏

は
、
自
ら
の
人
生
で
得
た
３

つ
の
教
訓
、
す
な
わ
ち
、

｢

恩
師
の
言
葉
を
忘
れ
る
べ

か
ら
ず｣

、｢

変
化
に
受
け
身

に
な
ら
ず
自
ら
が
変
革
の
リ

ー
ダ
ー
で
あ
れ｣

、｢

人
生
に

無
駄
な
こ
と
は
何
一
つ
な

し｣

と
い
う
言
葉
を
卒
業
生

に
贈
っ
た
。
こ
れ
に
続
き
、

医
学
部
の
秋
葉
庸
平
君
が
在

学
生
代
表
で
送
辞
を
述
べ
た

後
、
卒
業
生
代
表
と
し
て
文

学
部
の
三
浦
優
歩
君
が
登
壇

し
社
会
に
出
る
上
で
の
決
意

を
語
っ
た
。

式
の
結
び
に
は
、
会
場
に

本
年
度
の
謝
恩
会
が
３
月

24
日
、
帝
国
ホ
テ
ル
富
士
の

間
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

た
。
今
年
度
の
卒
業
生
で
あ

る
93
回
生
が
参
列
し
、
会
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

行
し
た
。

謝
恩
会
は
19
時
に
開
会

し
、
来
賓
の
挨
拶
、
卒
業
生

紹
介
、
卒
業
記
念
品
授
与
、

寄
贈
品
贈
呈
、
謝
恩
会
委
員

挨
拶
、
若
き
血
斉
唱
と
続
い

た
。清

家
篤
塾
長
は
挨
拶
に

て
、
２
０
０
０
年
に
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
た

Jam
es
H
eckm

an

氏
が
唱

え
た
非
認
知
的
能
力
、
即
ち

真
面
目
さ
や
協
調
性
と
い
う

も
の
が
本
塾
卒
業
生
の
強
み

で
あ
る
と
し
、
認
知
的
能
力

で
あ
る
知
識
や
技
能
と
共
に

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ

い
る
塾
職
員
と
卒
業
生
な

ど
、
慶
應
社
中
に
よ
る
塾
歌

斉
唱
が
行
わ
れ
た
。
同
会
場

で
は
引
き
続
い
て
２
０
１
４

年
三
田
会
結
成
式
が
行
わ

れ
、
無
事
閉
式
と
な
っ
た
。

(

５
年

森
田
篤
帆)

と
述
べ
た
。

戸
山
芳
昭
常
任
理
事
は
慶

應
病
院
の
展
望
を
中
心
に
語

り
、
初
期
研
修
で
一
回
り
も

二
回
り
も
大
き
く
な
っ
て
戻

っ
て
く
る
よ
う
に
と
期
待
を

寄
せ
た
。

末
松
誠
医
学
部
長
は
、
世

界
的
な
少
子
高
齢
化
に
直
面

し
て
い
る
現
状
に
触
れ
つ

つ
、｢

こ
れ
ま
で
に
得
た
膨

大
な
知
識
を
臨
床
現
場
で
活

き
る
知
恵
に
変
え
、
患
者
へ

の
奉
仕
の
心
を
忘
れ
ず
に
そ

れ
ぞ
れ
が
こ
の
時
代
に
で
き

る
こ
と
を
遂
行
し
て
ほ
し

い｣

と
語
っ
た
。

比
企
能
樹
三
四
会
会
長

は
、｢

こ
ん
な
に
多
く
の
方

々
が
三
四
会
に
加
わ
っ
て
く

れ
て
嬉
し
い｣

と
新
し
く
三

四
会
の
正
会
員
と
な
る
93
回

生
に
対
し
歓
迎
の
言
葉
を
述

べ
た
。

岡
野
栄
之
医
学
研
究
科
委

員
長
は
挨
拶
の
中
で
、｢

今

日
の
日
の
感
激
を
一
生
忘
れ

な
い
で
ほ
し
い｣

と
語
る
と

と
も
に
、
医
師
の
在
り
方
を

自
ら
の
専
門
で
あ
る
幹
細
胞

に
喩
え
、
様
々
な
場
所
で
武

者
修
行
を
積
む
こ
と
、
そ
し

て
次
の
世
代
を
担
う
医
師
を

育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説

い
た
。

竹
内
勤
病
院
長
は
、｢

熱

意
を
忘
れ
な
い｣

、｢
困
難
な

時
代
に
も
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
持
つ｣

、｢

常
に
患
者
に

尽
く
す
謙
虚
な
気
持
ち
で
い

る｣

と
い
う
三
点
を
備
え
た

理
想
の
医
師
像
を
語
っ
て
来

賓
挨
拶
を
締
め
く
く
る
と
と

も
に
、
自
ら
乾
杯
の
音
頭
を

と
っ
た
。

93
回
生
が
卒
業
後
も
更
な

る
飛
躍
を
遂
げ
社
会
の
先
導

者
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
と

も
に
、
我
々
在
校
生
も
義
塾

で
学
ぶ
者
と
し
て
の
自
覚
を

よ
り
一
層
強
く
持
ち
、
世
界

の
医
学
の
進
歩
に
寄
与
で
き

る
よ
う
に
研
鑽
を
積
む
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

(

５
年

森
田
篤
帆)

平
成
26
年
２
月
８
日
か
ら

10
日
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た

第
１
０
８
回
医
師
国
家
試
験

の
合
格
発
表
が
、
３
月
18
日

に
厚
生
労
働
省
よ
り
行
わ
れ

た
。第

１
０
８
回
医
師
国
家
試

験
の
受
験
者
総
数
は
８
６
３

２
名
、
合
格
者
は
７
８
２
０

名
で
全
体
の
合
格
率
は
90
・

６
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
89

・
８
％
よ
り
増
加
し
、
合
格

率
が
２
年
ぶ
り
に
９
割
以
上

に
回
復
し
た
。
男
女
別
合
格

数
は
男
５
３
３
７
名
、
女
２

４
８
３
名
と
、
合
格
者
の
う

ち
31
・
８
％
を
女
性
が
占
め

た
。
合
格
基
準
は
一
般
問
題

１
３
０
点
以
上(
１
９
９
点

満
点)

、
臨
床
問
題
３
９
７

点
以
上(

６
０
０
点
満
点)
、

必
修
問
題
１
６
０
点
以
上

(

２
０
０
点
満
点)

、
禁
忌
肢

問
題
選
択
数
３
問
以
下
で
あ

り
、
一
般
問
題
と
臨
床
問
題

の
ボ
ー
ダ
ー
が
約
５
％
ず
つ

下
が
る
結
果
と
な
っ
た
。

こ
こ
最
近
の
傾
向
と
し

て
、
問
題
文
中
に｢

現
時
点

の｣

と
い
う
語
句
が
入
る
も

の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
研
修
医
と
し
て

の
最
初
の
行
動
を
意
識
し
た

設
問
な
の
だ
ろ
う
。
他
に
も

臨
床
実
習
を
重
視
す
る
問
題

や
、
診
断
を
確
実
に
つ
け
さ

せ
る
問
題
が
増
加
し
て
い

る
。
医
学
部
教
育
の
中
で
単

な
る
暗
記
に
よ
る
知
識
だ
け

で
は
な
く
、
医
師
と
し
て
働

く
た
め
の
考
え
方
を
身
に
つ

け
て
い
る
か
を
問
う
傾
向
に

あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
今
年
度
は
一
般
問

題
の
各
論
が
難
化
し
て
お

り
、
受
験
生
は
解
答
に
難
儀

し
た
よ
う
で
あ
る
。

本
塾
医
学
部
で
は
総
計
１

０
９
名
が
受
験
し
１
０
２
名

が
合
格(

93
・
６
％)

、
う

ち
新
卒
は
１
０
３
名
が
受
験

し
、
１
０
１
名
が
合
格(

98

・
１
％)

し
た
。
今
年
も
昨

年
に
続
き
残
念
な
が
ら
新
卒

合
格
率
１
０
０
％
は
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結

果
は
93
回
生
国
家
試
験
対
策

委
員
に
よ
る
き
め
細
や
か
な

対
策
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の

だ
。
早
く
か
ら
前
年
の
国
家

試
験
の
傾
向
を
踏
ま
え
た
説

明
会
を
行
い
、
積
極
的
な
模

試
受
験
の
推
奨
な
ど
計
画
的

な
学
習
を
促
し
た
。
時
に
は

委
員
が
直
接
他
の
学
生
と
と

も
に
勉
強
し
、
進
捗
度
を
量

る
姿
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
委
員
達
の
活
動
に

よ
り
、
学
年
全
体
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
合
格
を

目
指
す
雰
囲
気
が
強
く
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

重
圧
を
は
ね
の
け
難
関
を

通
過
し
た
今
年
の
93
回
生
に

は
敬
意
を
表
し
た
い
。
４
月

よ
り
医
師
に
な
る
１
０
２
名

に
は
、
本
学
の
名
に
相
応
し

い
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

(

５
年

岡
田
真
彦)

平
成
26
年
２
月
３
日
、
師

匠
の
御
子
柴
克
彦
先
生
の
レ

ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
の

受
章
祝
賀
会
が
丸
の
内
の
銀

行
倶
楽
部
で
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
小
生
は
、
門
下
生
を

代
表
し
、
司
会
の
大
任
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
御
子
柴

先
生
の
こ
れ
ま
で
の
文
化
・

科
学
に
お
け
る
功
績
、
お
よ

び
日
仏
間
を
ふ
く
め
た
国
際

的
な
文
化
・
科
学
の
交
流
に

お
け
る
御
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
フ
ラ
ン
ス
共

和
国
政
府
よ
り
フ
ラ
ン
ス
で

は
最
高
位
の
勲
章
で
あ
る
レ

ジ
オ
ン
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
シ
ュ

ヴ
ァ
リ
エ
に
叙
さ
れ
ま
し

た
。同

勲
章
は
、
日
本
人
で

は
、
黒
澤
明
、
大
江
健
三

郎
、
平
山
郁
夫
、
小
澤
征

爾
、
政
治
家
で
は
伊
藤
博

文
、
中
曽
根
康
弘
、
科
学
者

で
は
数
学
者
の
広
中
平
祐
先

生
、
物
理
学
者
の
有
馬
朗
人

先
生
な
ど
蒼
々
た
る
方
々
が

受
章
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

御
子
柴
先
生
は
１
９
６
９

年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

を
卒
業
、
同
年
医
学
部
生
理

学
教
室
に
入
室
し
、
１
９
７

３
年
医
学
博
士
号
を
取
得
し

ま
し
た
。
同
大
学
で
専
任
講

師
を
２
年
間
務
め
た
後
に
渡

仏
。
パ
ス
ツ
ー
ル
研
究
所
で

１
９
７
６
年
か
ら
77
年
ま

で
、
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー
ル
・

シ
ャ
ン
ジ
ュ
ー
教
授
の
下
、

運
動
失
調
を
起
こ
す
動
物
に

欠
損
し
て
い
る
Ｐ
４
０
０
と

い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
性
質
を

研
究
し
ま
し
た
。
帰
国
後
も

Ｐ
４
０
０
の
研
究
を
続
け
、

こ
の
タ
ン
パ
ク
質
が
身
体
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
Ｉ
Ｐ
３
受
容
体
で
あ
る
こ

と
を
発
見
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ

３
受
容
体
が
細
胞
内
で
カ
ル

シ
ウ
ム
イ
オ
ン
を
放
出
す
る

こ
と
を
突
き
止
め
、
身
体
の

働
き
を
調
節
す
る
た
め
に
極

め
て
重
要
な
分
子
で
あ
る
こ

と
、
こ
の
分
子
の
異
常
が
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ

す
こ
と
、
さ
ら
に
ヒ
ト
の
遺

伝
子
異
常
な
ど
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

１
９
８
２
年
に
は
、
慶
應

義
塾
大
学
助
教
授
に
就
任
。

１
９
８
５
年
に
大
阪
大
学
蛋

白
質
研
究
所
教
授
、
１
９
９

２
年
に
理
化
学
研
究
所
主
任

研
究
員
、
東
京
大
学
医
科
学

研
究
所
教
授
に
就
任
し
ま
し

た
。
理
化
学
研
究
所
で
の
卓

越
し
た
研
究
業
績
に
よ
っ

て
、
神
経
科
学
と
分
子
生
物

学
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の

第
一
人
者
と
な
っ
た
ほ
か
、

世
界
の
科
学
界
で
も
認
め
ら

れ
、
慶
應
医
学
賞
や
メ
ダ
イ

ユ
・
デ
ュ
・
コ
レ
ー
ジ
ュ
・

ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
紫
綬
褒

章
、
日
本
学
士
院
賞
な
ど
、

多
数
の
受
賞
歴
が
あ
り
ま

す
。
現
在
も
理
化
学
研
究
所

平
成
26
年
２
月
14
日(

金)

に
大
雪
の
悪
天
候
に
も
関
わ

ら
ず
、
18
時
よ
り
第
一
会
議

室
に
て
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
現
在
、
准
教
授
講
師
会

(

准
講
会)

は
、
会
員
数
１
４

０
名
か
ら
な
り
、
会
長
と
幹

事

粟
津
緑(

小
児
科
学)

、

谷
川
瑛
子(

皮
膚
科
学)

、

吉
村
公
雄(

医
療
政
策
・
管

理
学)

、
今
西
宣
晶(

解
剖

学)

、
村
松
太
郎(

精
神
・

神
経
科
学)

、須
田
康
文(

整

形
外
科
学)

の
７
名
が
幹
事

役
を
務
め
て
い
る
。
審
議
事

項
の
な
か
で
今
回
は
大
き
な

審
議
案
件
を
議
論
し
た
。
そ

れ
は
、
会
員
か
ら
の
毎
月
の

会
費
を
貯
蓄
し
た
資
金
の
中

か
ら
、
こ
れ
ま
で
、
公
益
性

脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

で
精
力
的
に
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

祝
賀
会
で
は
、
伊
藤
正
男

先
生
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使

館
フ
ラ
ン
ス
大
使
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
・
マ
セ
様
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ニ
ュ
ー
ス
23
ア
ン
カ
ー
の
岸

井
成
格
さ
ま
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
中
村
紘
子
さ
ま
、
豊
島
久

真
男
先
生
、高
久
史
麿
先
生
、

日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

の
高
い
活
動
団
体
に
寄
附
を

し
て
き
た
が
、
本
年
は
、
い

よ
い
よ
建
設
が
佳
境
に
入
っ

た
新
棟
建
設
の
た
め
の
募
金

へ
の
寄
付
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
た
。
旧
新
棟(

現
在
の
二

号
棟)

の
建
設
の
際
に
も
准

講
会
か
ら
は
寄
附
を
行
っ
た

が
、
今
回
、
平
成
21
年
度
〜

25
年
度
の
計
五
年
間
分
貯
蓄

し
て
き
た
、
一
千
万
円
を
一

括
し
て
寄
附
す
る
こ
と
が
満

場
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
雪
に
足
を
取
ら

れ
な
が
ら
も
場
所
を
移
動
し

て
、
18
時
半
か
ら
総
合
医
化

学
研
究
棟
１
階
ラ
ウ
ン
ジ
に

て
、
末
松
誠
医
学
部
長
先
生

と
竹
内
勤
病
院
長
先
生
を
お

３
月
18
日
、
ピ
ー
タ
ー
・

ア
グ
レ
教
授(

ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
、
２
０
０
３
年)

を
迎

え
、｢

信
濃
町
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム｣

が
開
催
さ
れ
た
。

ア
グ
レ
教
授
は
現
在
、
米
国

ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

マ
ラ
リ
ア
研
究
所
所
長
と
し

て
、
マ
ラ
リ
ア
の
基
礎
研
究

お
よ
び
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心

に
活
動
さ
れ
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、｢

グ

ロ
ー
バ
ル
医
学
、
医
療
を
考

え
る｣

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

２
部
構
成(

第
１
部：

ア
グ

レ
教
授
の
基
調
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
第

２
部：
信
濃
町
国
際
学
生
団

体
と
留
学
生
に
よ
る
各
国
の

紹
介)

で
行
な
わ
れ
た
が
、

信
濃
町
国
際
学
生
団
体
と
留

学
生
を
中
心
に
多
く
の
学
生

が
参
加
し
、
大
変
盛
況
な
会

と
な
っ
た
。

ア
グ
レ
教
授
の
基
調
講

演
は
、｢O

pening
D
oors

W
orldw

ide
T
hrough

M
edical

Science｣

と
い
う

大
変
魅
力
的
な
演
題
の
も

と
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
対

(

前
慶
應
義
塾
長)

の
安
西
祐

一
郎
先
生
、
清
家
篤
・
塾
長

と
い
っ
たdistinguished

guests

の
御
祝
辞
が
あ
り
、

司
会
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か

緊
張
し
ま
し
た
が
、
会
も
無

事
終
了
！
御
子
柴
一
門
の
同

窓
の
諸
君
と
も
久
し
ぶ
り
に

会
え
て
楽
し
い
会
で
あ
り
ま

し
た
！

(

岡
野
栄
之

生
62
回)

招
き
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。
先
生
方
に
は
、
貴
重

な
お
話
を
会
員
に
し
て
い
た

だ
い
た
。

今
年
の
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

は
、河
奈
裕
正
先
生(

歯
科･

口
腔
外
科
学)

に｢

消
化
器
の

入
り
口
を
担
当
し
て

〜
歯

科
・
口
腔
外
科
に
お
け
る
最

近
の
進
歩
と
将
来
〜｣

と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

小
児
時
に
喘
息
の
た
め
時
期

を
迎
え
て
か
ら
耳
を
カ
ッ
ト

し
、
そ
こ
か
ら
歯
の
治
療
を

行
い
、
耳
を
新
た
に
形
成
す

る
手
術
な
ど
、
特
に
イ
ン
プ

ラ
ン
ト
に
よ
る
治
療
に
つ
い

て
は
、
解
り
や
す
く
動
画
を

交
え
て
説
明
を
し
て
い
た
だ

象
と
な
っ
た
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

の
発
見
の
話
か
ら
始
ま
っ

た
。
単
に
研
究
の
詳
細
を
説

明
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
の
研
究
が
信
頼
関
係
に
基

づ
い
た
国
際
的
共
同
研
究
体

制
の
も
と
に
成
し
遂
げ
ら
れ

て
い
た
事
を
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
者
を
紹
介
し
な
が
ら
お
話

し
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
続
い
て
、
最
近
の

ア
フ
リ
カ
で
の
マ
ラ
リ
ア
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
キ

ュ
ー
バ
、
北
朝
鮮
を
訪
れ
て

若
い
学
生
達
と
交
流
し
た
貴

重
な
経
験
も
お
話
し
い
た
だ

い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、安
井
正
人(

国
際
交
流

委
員
会
委
員
長)

が
司
会
と

な
り
、
ア
グ
レ
教
授
お
よ
び

４
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト：

百
武

美
沙(

医
学
部
６
年)

、
北
澤

晶
子(

医
学
部
４
年)

、
イ
ブ

ラ
ハ
ム
・
オ
サ
マ(

医
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
、
眼
科

助
教)
、ミ
タ
ル
・
ニ
シ
ャ
ン

ト(

医
学
研
究
科
博
士
課
程

１
年)

を
迎
え
て
行
な
わ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ー
ク

な
国
際
的
な
活
動
や
人
的
交

い
た
。
ま
た
、脳
に
近
い
、極

め
て
扱
い
が
重
要
な
ド
リ
ル

を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
も
開

発
中
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て

い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
プ

ロ
野
球
選
手
が
監
督
に
怒
ら

れ
て
、
思
わ
ず
タ
オ
ル
を
噛

み
し
め
、
歯
が
折
れ
て
し
ま

っ
た
写
真
な
ど
笑
い
も
誘
う

講
演
内
容
で
あ
っ
た
。

シ
リ
ー
ズ
講
演
は
、
門
川

俊
明
先
生(

医
学
教
育
統
轄

セ
ン
タ
ー)

に
よ
る｢

医
学

部
教
員
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

Life
H
ack｣

と
題
し
て
、

一
同
が
毎
月
の
仕
事
の
た
め

に
な
る
ご
講
演
を
い
た
だ
い

た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
す

る
と
、
文
献
検
索
にG

oogle
Scholar

を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
誰
が
自
分
の
論
文

を
引
用
し
た
か
、
そ
の
回
数

が
分
か
る
こ
と
、
�
逆
引
き
�

で
、
現
在
自
分
の
論
文
を
参

流
の
話
が
紹
介
さ
れ
た
後
、

｢

医
学
、医
療
に
お
け
る
倫
理

の
重
要
性｣

と
い
う
テ
ー
マ

で
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

今
後
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

と
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
の
両
方

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
も
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

第
２
部
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

と
い
う
形
式
で
、
カ
ジ
ュ
ア

ル
な
雰
囲
気
の
中
、
留
学
生

に
よ
る
各
国
の
紹
介
や
医
学

部
学
生
に
よ
る
海
外
活
動
報

告
が
行
な
わ
れ
た
。
各
国
の

紹
介
で
は
、
今
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
特
徴
や
背
景
が
あ
る
事

も
わ
か
り
、
改
め
て
世
界
の

考
文
献
と
し
て
引
用
し
て
い

る
人
が
分
か
る
こ
と
、
学
会

に
は
フ
ァ
イ
ル
を
持
参
せ
ず

と
も
ド
ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
に

保
存
を
し
て
お
け
ば
、
他
人

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
も
フ
ァ

イ
ル
を
取
り
出
す
こ
と
が
可

能
で
あ
る
な
ど
画
期
的
な
話

し
が
満
載
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
乾
杯
と
食
事

を
し
な
が
ら
、
新
入
会
員
20

名
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
、
昨

年
度
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

た
自
己
紹
介
も
あ
り
、
記
憶

に
残
る
も
の
で
あ
っ
た
。
左

記
に
新
入
会
員
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す(

順
不

同
・
敬
称
略)

。

阿
部
貴
行(

衛
生
学
公
衆
衛

生
学)

、
久
保
健
一
郎(

解

剖
学)

、
森
毅
彦(

内
科
学

(

血
液))

、久
保
田
義
顕(

電

子
顕
微
鏡
研
究
室)

、
鈴
木

昌(

救
急
医
学)

、
石
井
智

広
さ
と
奥
深
さ
を
知
る
と
同

時
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
が
確
認
で
き
た
。

一
方
、
医
学
部
学
生
の
海
外

活
動
で
は
、
伝
統
の
あ
る
夏

期
米
国
病
院
研
修
、
国
際
医

学
研
究
会(

Ｉ
Ｍ
Ａ)

、
日

中
・
日
韓
医
学
生
交
流
協
会

に
加
え
、
最
近
始
ま
っ
た
他

学
部
合
同
ラ
オ
ス
国
際
保
健

研
修
、
ア
フ
リ
カ
コ
ン
ゴ
民

主
共
和
国
に
於
け
る
小
学
校

健
診
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し

て
他
大
学
合

同
医
療
倫
理

サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル(

オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー

ド)

な
ど
の

紹
介
が
あ

り
、
改
め
て

慶
應
医
学
生

の
国
際
交
流

に
対
す
る
関

心
の
高
さ
が

弘(

小
児
科
学)

、
新
庄
正

宜(

小
児
科
学)

、
飯
野
守

男

(

法
医
学)

、
吉
田
理

(

医
学
部
血
液
浄
化･

透
析
セ

ン
タ
ー)

、赤
松
和
土(

生
理

学)

、松
田
信
爾(

生
理
学)

、

田
坂
定
智

(

内
科
学(

呼
吸

器))

、栗
原
勲(

内
科
学(

腎

臓
・
内
分
泌
・
代
謝))

、
松

原
由
美
子(

坂
口
光
洋
記
念

講
座

(

発
生
・
分
化
生
物

学))

、
篠
田
昌
宏(

外
科
学

(

一
般
・
消
化
器))

、
橋
口

明
典(

病
理
学)

、
三
上
修

治(

医
学
部
病
理
診
断
部)

、

内
田
浩(

産
婦
人
科
学(

産

科))

、
冨
永
英
一
郎(

産
婦

人
科
学(

婦
人
科))

、
蓮
輪

英
毅(

分
子
生
物
学)

知
ら
ぬ
間
に
雪
が
深
く
積

も
る
な
か
、
時
間
を
忘
れ

て
、
談
笑
し
な
が
ら
東
京
會

舘
の
温
か
い
料
理
で
お
腹
も

満
た
さ
れ
た
一
時
で
し
た
。

伺
え
た
。

こ
う
し
た
双
方
向
か
ら
の

国
際
交
流
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
、
次
世
代
に
活
躍
す

る
若
い
学
生
達
が
国
際
間
に

お
け
る
人
的
交
流
を
深
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
を
磨
き
、

グ
ロ
ー
バ
ル
医
学
、
医
療
の

発
展
に
大
い
に
貢
献
し
て
い

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

(

医
学
部
国
際
交
流
委
員
会

委
員
長

安
井
正
人

薬
理
68
回)

昨
年
来
、
政
府
に
お
い
て

い
わ
ゆ
る

｢

日
本
版
Ｎ
Ｉ

Ｈ｣

の
創
設
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
成
長

戦
略
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ

た｢

日
本
再
興
戦
略｣

の
中

で
、｢

革
新
的
な
医
療
技
術

の
実
用
化
を
加
速
す
る
た

め
、
医
療
分
野
の
研
究
開
発

の
司
令
塔
機
能

(｢

日
本
版

Ｎ
Ｉ
Ｈ｣)

を
創
設
す
る｣

と
さ
れ
、
今
国
会
に
実
現
の

た
め
の
法
案
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
健
康
・
医
療
の
分
野

が
政
府
全
体
の
方
針
の
中
で

成
長
の
潜
在
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
率

直
に
嬉
し
く
、｢

革
新
的
な

医
療
技
術
の
実
用
化｣

を
研

究
開
発
の
最
終
目
標
と
す
る

こ
と
も
、
考
え
て
み
れ
ば
当

然
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の

現
状
に
つ
い
て
、
同
戦
略
で

は
、｢

高
い
技
術
力
を
有
し

て
お
り
、
国
や
大
学
の
研
究

機
関
も
民
間
も
世
界
の
先
端

を
行
く
研
究
を
行
い
、
将
来

有
望
な
技
術
シ
ー
ズ
を
数
多

く
保
有
し
て
い
る(

中
略)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
製

品
段
階
の
国
際
競
争
で
他
国

の
後
じ
ん
を
拝
す
る
こ
と
が

多
い｣

と
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
そ
の

後
と
り
ま
と
め
ら
れ
た｢

医

療
分
野
の
研
究
開
発
に
関
す

る
総
合
戦
略｣

で
は
、｢

研

究
者
の
社
会
還
元
の
志
向
性

が
強
く
な
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、(

中
略)

組
織
的
な
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た｣

、｢

治
験
や
臨
床

研
究
に
お
け
る
倫
理
規
定
、

デ
ー
タ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、

安
全
性
、
品
質
保
証
な
ど
に

関
す
る
国
際
基
準
が
よ
り
厳

格
化
さ
れ
る
な
か
で
、
我
が

国
の
対
応
が
遅
れ
た｣

と
指

摘
し
て
い
る
。

自
分
が
教
育
を
受
け
た
当

時
を
振
り
返
っ
て
も
、
研

究
、
論
文
発
表
及
び
そ
れ
ら

の
指
導
は
活
発
に
行
わ
れ
て

い
て
も
、
そ
の
後
の
実
用
化

に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
取

り
組
ま
れ
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

と
は
い
え
、
そ
れ
も
今
は

昔
の
話
。
塾
医
学
部
に
は
既

に
ク
リ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
厚
労

・
文
科
両
省
か
ら
も
早
期
・

探
索
的
臨
床
試
験
拠
点
及
び

再
生
医
療
実
現
拠
点
の
指
定

を
受
け
、
実
用
化
の
た
め
の

体
制
整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
塾
医
学
部
が
我
が
国

の
革
新
的
な
医
療
技
術
の
実

用
化
を
牽
引
し
て
い
く
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

(

厚
生
労
働
省

木
内
哲
平

82
回)

(�) 平成��年�月��日 (昭和26年４月18日第三種郵便物認可) 慶 應 義 塾 医 学 部 新 聞 毎月20日発行 定価１部20円 第���号
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三四会医学部新聞編集室

に購読料が含まれる
発行人 比企 能樹
毎月 １回20日発行
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速

報

新
卒
103
名
中
101
名
が
合
格

問
題
難
化
も
好
成
績
残
す

平成25年度

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

准
教
授
講
師
会

総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
終
え
て

末
岡

浩

准
教
授
講
師
会

会
長

(

59
回)

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
講
師
の
河
奈
裕
正
先
生

(

歯
科
・
口
腔
外
科
学)

シ
リ
ー
ズ
講
演

門
川
俊
明
先
生

(

医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー)

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
の
ア
グ
レ
教
授
も
参
加

ピーター･アグレ教授による基調講演

レセプションでの集合写真

第108回医師国家試験 新卒合格率順位

順
位 大学名

合格率
(％)

合格者数/
受験者数

1 福島県立医科大学 100 90/90

1 順天堂大学 100 90/90

1 山梨大学 100 85/85

1 佐賀大学 100 85/85

1 防衛医科大学校 100 63/63

6 自治医科大学 99.1 106/107

7 札幌医科大学 99.0 102/103

7 浜松医科大学 99.0 99/100

7 広島大学 99.0 99/100

10 筑波大学 98.9 92/93

10 琉球大学 98.9 87/88

〜 〜 〜 〜

15 慶應義塾大学 98.1 101/103
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御
子
柴
克
彦
博
士

レ
ジ
オ
ン･

ド
ヌ
ー
ル
勲
章
受
章

祝賀会左
か
ら
、
理
化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

・
副
セ
ン
タ
ー
長
の
宮
脇
敦
史
博
士(

66
回
生)

、

御
子
柴
先
生
ご
夫
妻
、
筆
者

医
学
部
103
名
、次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
！

平
成
25
年
度

卒

業

式

塾
歌
斉
唱
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謝
恩
会
開
催

晴れ姿の93回生たち


